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研究成果の概要（和文）：いまだけ，ここだけしか手に入らないモノをコンテキスト限定価値の高いアイテムとよび，
アイテムのコンテキスト限定価値を考慮した情報推薦方式の実現に向けた研究を行った．本研究課題では，空間と時間
に焦点を当て，それぞれ空間的コンテキスト限定価値，時間的コンテキスト限定価値に着目して研究に取り組んだ．そ
れぞれ，実際の飲食店データセットや位置情報付きツイートデータを用いた評価実験により，提案手法の有用性を示し
た．また，提案システムをWebシステムとして実装した．

研究成果の概要（英文）：We proposed recommender systems considering context-restrictedness of items. Conte
xt-restricted items are the items which are available at restricted situations. In this research, we focus
 on spatial and temporal situations. We have studied about spatial and temporal context-restrictedness. Ex
perimental results showed effectiveness of our proposed methods using real restaurant data sets and geo-ta
gged tweet data sets, respectively. We also implemented Web systems based on the proposed systems.

研究分野：

科研費の分科・細目：

総合領域

キーワード： 情報推薦システム　地理情報推薦システム　コンテキストアウェア情報推薦システム　コンテキスト限
定価値

情報学，メディア情報学・データベース



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 情報爆発時代を迎え，膨大かつ多様な情報
の中から，ユーザの嗜好に合った情報を提供
する情報推薦技術に関する研究が盛んに行
われている．情報推薦技術は，1990 年代後
半から注目を浴び始め，ユーザの嗜好を抽出
する嗜好抽出技術や，ユーザの嗜好をモデル
化するユーザプロファイリング技術に関す
る研究が主流に行われてきた[1][2]．特に，近
年では時間や場所，天気や同伴者などユーザ
の置かれた状況（コンテキスト）を考慮した
情報推薦技術に関する研究も盛んに行われ
てきている[3]． 
 しかし，昨今，世の中には多種多様なモノ
が溢れるようになり，モノに対する価値表現
も多様化してきた．これまでの情報推薦分野
においては，ユーザの嗜好やコンテキストに
合ったモノほど価値が高いとされてきたが，
単純にユーザの嗜好やコンテキストに合っ
たモノだけが，ユーザにとって満足されるも
のであるとは限らない．その例の一つとして，
人は，いつでもどこでも手に入るようなモノ
よりも，期間限定品や地域限定品などといっ
た，いまだけ，ここだけしか手に入らないモ
ノほど魅力を感じると考えられる．たとえば，
ある人が旅行先でレストランを探している
場合，その人の嗜好に合い，また近くにある
からといって，マクドナルドやスターバック
スといったチェーン店のように，どこにでも
あるような店が推薦されても嬉しくない．そ
れよりも，たとえば松阪の松阪牛や伊勢の伊
勢海老など，その現地でしか食べられないよ
うなものを扱っている店の方が推薦する価
値は高いといえる． 
[1]土方嘉徳:1.嗜好抽出と情報推薦技術,情報処理学会

誌,Vol.48,No.9,pp.957–965,2007. 
[2]J. L. Herlocker et al.:Evaluating collaborative 
filtering recommender systems,ACM TOIS, 
Vol.22,No.1,pp.5-53,2004. 
[3]2nd Workshop on Context-Aware Recommender 
Systems (CARS-2010), 4th ACM Conference on 
Recommender Systems. 
 
２．研究の目的 
 本研究では，いまだけ，ここだけしか手に
入らないモノをコンテキスト限定価値の高
いアイテムとよび，アイテムのコンテキスト
限定価値を考慮した情報推薦方式の実現に
向けた研究を行う．本研究においてはコンテ
キストとはユーザの置かれている状況のこ
とをいう．コンテキストとしては，その時の
場所や時刻，天気，予算，同伴者など様々な
ものが挙げられ，最終的には種々のコンテキ
ストを考慮に入れた情報推薦方式の実現を
目指す．本研究課題では，まずコンテキスト
の中でも比較的容易に識別可能であり，かつ
人間が意識的に理解しやすい空間と時間に
焦点を当て，それぞれ(1)空間的コンテキスト
限定価値，(2)時間的コンテキスト限定価値に
着目して研究に取り組む． 

 
(1)空間的コンテキスト限定価値を考慮した
情報推薦方式 
 どこでも手に入るモノよりも，ここでしか
手に入らないモノの方が，その場所における
価値は高いといえる．たとえば，先述した例
のように，マクドナルドやスターバックスな
どといったチェーン店は，日本全国どこでも
利用することができる．一方で，松阪の松阪
牛の店などは限定された地域でしか利用す
ることができない．松阪牛の店のように限定
された地域でしか利用できないアイテムは
空間的限定価値が高いといえる．本項目では，
地域性が表れやすい飲食店を推薦対象アイ
テムとしたとき，アイテムの空間的コンテキ
スト限定価値の表現方式について検討する． 
 
(2)時間的コンテキスト限定価値を考慮した
情報推薦方式 
 いつでも手に入るモノよりも，いましか手
に入らないモノの方が，そのときにおける価
値は高いといえる．たとえば，紅葉のシーズ
ンであれば紅葉がみられるスポットの方が，
年中利用できるテーマパークなどよりも価
値が高いといえる．このように特定の時期に
しか利用できないアイテムは時間的限定価
値が高いといえる．本項目では，季節性が表
れやすい観光スポットを推薦対象アイテム
としたとき，アイテムの時間的コンテキスト
限定価値の表現方式について検討する． 
 
３．研究の方法 
(1)空間的コンテキスト限定価値の算出方式
の確立 
 アイテムの空間的コンテキスト限定価値
の算出方式を確立する．飲食店を対象アイテ
ムとし，以下の方法に基づいて空間的コンテ
キスト限定価値の算出方式を検討する． 
①住所や緯度・経度などの位置情報付きの
Web 文書（飲食店の紹介文や料理メニュー，
ユーザレビューなど）を取得する．特に，ぐ
るなび（http://www.gnavi.co.jp/）などのグ
ルメ情報サイトには，位置情報付きの飲食店
データが膨大に登録されているため，提供さ
れている API を用いることにより，位置情報
付きのWeb文書を容易に取得することができ
る． 
②形態素解析を用いて，取得された Web 文書
に含まれる語句を抽出する． 
③以下の基本方針に基づいて，抽出語句の空
間的限定性スコアの算出を行う． 
【基本方針】 
 位置情報に基づき，他地域の文書には出現
しないが，特定の地域の文書においてのみ限
定的に出現する語句に対してはスコアを高
くし，どの地域の文書にも出現する語句はス
コアを低くする． 
 
(2)時間的コンテキスト限定価値の算出方式
の確立 



 アイテムの時間的コンテキスト限定価値
の算出方式を確立する．観光スポットを対象
アイテムとし，以下の方法に基づいて時間的
コンテキスト限定価値の算出方式を検討す
る． 
①位置情報付きユーザ生成コンテンツとし
て，Twitter（https://twitter.com/）から
の位置情報付きツイート， foursquare
（https://foursquare.com/）からの観光ス
ポ ッ ト 情 報 ，  Panoramio （ http://www. 
panoramio.com/）からの位置情報付き写真を
取得する． 
②位置情報付きツイートを観光スポットに
対応付ける．ここでは，観光スポット名をテ
キストに含む位置情報付きツイートおよび
位置情報付き写真を学習データとした上で，
対象スポットの領域を推定する．推定された
領域に基づき，位置情報付きツイートの対応
付けを行う． 
③対応付けられた位置情報付きツイートの
発信時刻の情報に基づき，観光スポットの時
間的特徴を抽出する． 
④以下の基本方針に基づいて，観光スポット
の時間的限定性スコアの算出を行う． 
【基本方針】 
 時間情報に基づき，他の時期と比べ，特定
の時期において限定的にツイートの発信頻
度が高くなっている観光スポットに対して
はスコアを高くし，それ以外の観光スポット
のスコアを低くする． 
 
４．研究成果 
(1)空間的コンテキスト限定価値の算出方式
の確立 
 提案手法の有効性を評価するために，ぐる
なびから収集された 62,571 件の飲食店デー
タを用いた評価実験を行った． 
 
①提案手法による語句抽出性能の傾向分析 
 表 1に，例として「近江八幡駅（滋賀県）」
および「松阪駅（三重県）」を現地としたと
きの空間的限定性スコア算出結果を示す．ス
コアに基づきランキングした結果を上位 20
件示している．表 1のように，松阪駅におい
ては，「名産松阪肉」や「松阪商人」，「松阪
牛」などが，近江八幡駅においては，「八万
蒟蒻」や「丁字麩」，「近江牛料理」，「バーム
クーヘン豚」などが抽出されていることが分
かる．それぞれ，各地域における名物であり，
提案手法によりこれらの語句を有効に抽出
できることを示した．特に，近江八幡駅にお
ける「バームクーヘン豚」などのように，あ
まり知られていないような情報も抽出可能
であり，このような語句を提示することで利
用者にとって新たな気付きを与えることが
できる． 
 本実験は，松阪や近江八幡などの観光地，
札幌や京都などの都市部，東京や大阪，名古
屋の三大都市の3種類の地域を対象に行った．
結果，観光地および都市部においては，先述

したような有効性を示したものの，三大都市
においてはノイズが多く含まれていた．これ
は，三大都市においては，もともと日本全国
の料理を扱っている飲食店が多く存在する
ため，その対象地域の特徴が本手法では適切
に抽出できなかったことが原因であると考
えられる． 
 
②プロトタイプシステムの実装と評価 
 提案手法を実装したプロトタイプシステ
ムとして地域限定グルメ推薦システム
（http://lepus.okukenta.net/（2014/05））
の実装を行った．図 1に本システムのインタ
フェースを示す． 
 被験者実験により，本システムの有効性を
既存のグルメサイトと比較した．その結果，
旅行時や出張時というシチュエーションに
おいては，提案システムが有効に働くことを
示した．さらに，被験者に提案システムに関
するアンケート調査を行った結果，「「隠れた
名店」を探しやすい」や「地元で知らなかっ
た泉州バーガーについて知れたのでよかっ
た」などの回答が得られた．この回答から，
提案システムにより，利用者が知らないよう
な地域限定語句に気付かせることができて
いるといえる． 
 
(2)時間的コンテキスト限定価値の算出方式
の確立 
 提案手法を実装した試作システムとして，
観 光 ス ポ ッ ト 推 薦 シ ス テ ム
（http://ursa.okukenta.net/（2014/05））
の構築を行った．提案手法の有効性を評価す
るために，2011 年 1月 1日から 12月 31 日に
わたって京都の観光地エリアで収集された
389,579 件の位置情報付きツイートを用いた
評価実験を行った． 
 
①対応付け手法の分析 
 対応付け手法の有効性について定性的に
分析した．ここでは，(a)清水寺および(b)哲
学の道の事例を取り上げる． 
 図 2に各観光スポットに対応付けられた位
置情報付きツイート集合を示している． 
 (a)清水寺に関しては，清水寺の公式の住
所以外の領域においてもツイートが対応付
けられていることがわかる．また，清水寺本
堂以外にも周辺の建造物や参道におけるツ
イートも対応付けられている． 
 (b)哲学の道に関しては， 南北に伸びる道
に沿ってツイートが対応付けられた．観光経
路は線形状になっているが，提案手法では，
このような観光経路の抽出も可能であるこ
とを示した． 
 
②時間的特徴抽出の分析 
 時間的特徴の抽出手法について定性的に
分析した．ここでは，(a)哲学の道および(b)
八坂神社の事例を取り上げる． 
 各観光スポットの時間的特徴を図3に示す．



横軸は週（第 1週から第 53 週），縦軸は各週
における発信ツイート数を示す． 
 (a)哲学の道に関しては，4 月（第 15 週か
ら第 16 週まで）および 6月（第 20 週から第
27 週まで）において，多くのツイートが発信
されていた．それぞれの時期における特徴語
句に着目すると，4 月の時期には「さくら」
や「さくら満開」，6月の時期には「紫陽花」
が抽出されていた． 
 (b)八坂神社に関しては，7 月（第 29 週か
ら第 31 週まで）において，多くのツイート
が発信されていた．実際にこの時期は祇園祭
が開催されていた時期であり，この時期にお
ける特徴語句に着目すると，「祇園祭観覧」
や「御幸祭の神事」，「祇園祭神輿渡御」など
祇園祭に関する語句が抽出されていた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1 空間的限定性スコアに基づく抽出語句
のランキング（現地：(a)「近江八幡駅」，(b)
「松阪駅」） 
(a) 近江八幡駅 

(b) 松阪駅 

図 2 観光スポットに対応付けられた位置情
報付きツイート集合 

(a) 清水寺 

(b) 哲学の道 

図 1 地域限定グルメ推薦システムのインタ
フェース 
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図 3 観光スポットの時間的特徴 
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